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第5表　乾物重・充実度推移及び発根力

　 項 目

苗 代 X 名 肋

乾 物 重 （才／ 10 0 本 ） 充 実 度 （乾 物 ・草 丈 比 ）

枚　 数 棍　 長

乾 物 重 （針 ′2 D 本）

2口日 日 5 0 日 日 5 5 日 日 2 0 日 目 5 0 日 日 5 5 日 日 地 上 部 地 下 部

畑 1 0．8 1 1．5 9 1．9 0 8．9 1 1．4 12．5

本

1 1．5

e m

10．8 1，5 0 0．5 4

方 2 0．8 2 1．4 1 1．9 7 9 1 1 1．9 14．8 10．0 1 1．1 1．4 8 0．4 4

式 5 0．8 2 1．2 1 1．8 4 鼠0 1 0．7 15．7 10．5 鼠5 1．5 0 0．4 2

4 0．7 8 1．2 0 1．8 0 8 ．9 1 1．4 15．5 鼠0 ♀ 7 1．5 9 0．2 9

保

折

1 0．9 5 1．7 8 2．5 8 8．8 1 1．5 15．5 5．9 4．0 0．8 8 0．1 8

2 0．8 8 1．8 1 2．2 1 8．8 1 1．5 1 5．1 4．8 5．0 0，d 5 0．1 5

方

式

5 0．8 5 1．5 4 1．9 8 8．5 10．8 15．8 4．9 4．1 0．5 4 0，1 7

4 0．7 9 1．5（5 1．8 5

l

8．1　　 1 1．8　　　 1ス8 4．4 4 ．2 0，8 4 1 0・0 8

※　発根力は移植後10日日（水温21．2±1．9℃，地温197士1・8℃）

4　　ま　　　と　　　め

従来の福島県における慣行保折苗代施肥量は，浜，

中通りでN14～15，p20520～28，K2014～18

（グ／扉）であるのに対し．猪苗代では，N18～20，

ア2055d～40，Ⅹ2018～20（腑）であり，苑苗代

のような山間高冷地ではNで2．0～2．5割程度多くなっ

ている。更に本田施肥量でみると同一品種（ex．′、ツ

ニシキ）栽培の場合，平坦部の基肥4～5厘／a程度

に対して，山間高冷地の基肥は7毎／aスタートであ

り，苗代．本田ともに基肥施肥量はほぼ同率の割合を

示している。

昭47．会津支場で行った百代施肥量試験では．畑，

保折両方式ともに慣行施肥が50喀減肥という結果を

出しているが，本試験の結果では追肥操作を行わない

という前提に立った場合，総合的にみて，畑方式の場

合慣行の50多減肥区，保折方式では慣行施肥区が良

好と考えられる。また，苗の質的面では，やはり昭47，

会津支場のデークーからみると，播種後50′、55　日

目までのN，P205，M20の吸収量が，畑方式で慣行，

50喀液肥区，保折方式で慣行区が最も高い値を示し

ていることから考えても一致する。

最近，宮城県，東北農試などで苗代基肥0，その後

は追肥で育苗していく技術もあり．この方法で育苗す

ると苗質も良く，変異も小さくてすむという結果が得

られている。しかし実際，農家への普及性及び育苗の

安全性を考えてみると追肥重点よりも基肥重点の体系

が重要であると思われるが，ただ若干変異が大きくな

ることなどの欠点があるので，今後均一な苗を育成す

る施肥，育苗管理技術の検討が必要であり，しかも早

急な確立が望まれる。

水稲機械移植苗の病害虫防除試験

－粒剤の育苗箱処理によるhもち病防除試験－

＊橋本晃ヂ阿部憲義ざ篭川勝久苦海本太洋

（＊福島県農業試験場ヂ＊福島県農業短期大学）

1　ま　え　が　き

近年農村においては，労働力不足，兼業化の進展，

防除意欲の低下等により水稲病害虫の防除体系が劣

弱化しているとされており，更に効率的経済的な防除

技術の確立が望まれている。また最近は田植機が普及

し，育苗箱で育てた苗を移植することから，育苗期間

間中に薬剤を施用することにより本田における病害虫

を防除できれば，省力防除のためには極めて有利な手

段であると考えられる。

福島県における襲いもちは，早い地域では8月中旬

から発生がみられている。また葉いもち発生面軌は．
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平年で24，0001laであり，この防除のため，多くの労

力を要している。これが，育苗箱施用により労力節減．

本田初期の発病抑制等が可能になれば極めて有利であ

る0そこで著者等は，キクジンp粒剤とフジワン粒剤

にっいて，稚苗育苗期間中に施用した効果について若

干の検討を行ったので，その結果を報告する。

2　試　験　方　法

（1）品　種：農林21号

（2）播種期：5月9日（1975）

（3）播種量：乾もみ2DDy／箱（1，15比重乳　5日間浸

饉），育苗は通常管理

（4）本田施肥量（吻／a）：N O．8．P2050．8，K208．8，

鶏フソが0．4，追肥N O．2（7

月15日）

（5）移植期・方法：5月29日2粂植田植機（土付稚苗

マット苗方式）で50×1de所・の粂問で移植。

（6）供試薬剤・区制・面着

①キクジンP粒剤40才／㌦（72才／苗箱）

②キクジンP粒剤80才／㌦（14．4才／苗箱）

③フジワソ粒剤120㌢／扉（21．8才／苗箱）

④ヒノザソ乳剤1000倍12∠／a，本田

（参無処理

①～③は移植前7日（5月22日）に敵粒。ヒノザソ

乳剤は対照として本田期（7月22日）散布。

1区約20†ガ　5反復

（7）調査項目・方法：生育調査は，草丈．茎数，発根力

について1区20～50株について行った。接種によ

る発病調査は，移植直後から約10日間隔で本田の

稲珠をバットに移植し，いもち病菌を噴寡接種した。

本田菓いもちは，初発以後5回，1区20株につい

て珠当り病斑数を調査した。

5　試験結果及び考察

1　粒剤施用と生育

第1表に示すように，移植時に，草丈，菓令．発根

能力等を調査したが，いずれも差は認められなかった。

本田期においても差は認められなかった。

薬害も特に各区とも認められなかった。

第1表　粒剤の育苗箱施用と　イネの生育

供 試 薬 剤 成　　　　　 分

田　 植　 時　 の　 生　 育 本 田期 （7．28）

草　 丈 葉　 令 薬　 害

発根調査＊＊

草　 丈 茎　 数
板　 数 板　 長

キクジンP 粒剤
工B p 1 7喀 cm

2．2
な し

本 e枕 ぐれ 本
40 才／7㌦ 1 1．8 5．5 4．5 7 4．0 4 ス1
キタジ∵／P 粒剤　80 才／〝㌔ 工B P 1 7多 1 1．0 2．5 な し 5．5 4．7 7 4．2 5 0．7

フジ ワ ン 粒 剤

120 才／〝㌔
シイソプロヒルシチオ
ランイリデソマP ネ一

．ト 12喀

1 C．9 2．2 なし 5．5 4．9 7 8．7 4 7 4

ヒノザン乳剤＊

1 0 0 0 倍
E D 工）P　 5 0多

－ － － － － 7 7 4 4 5．2

無　 施　 用 8 1 1．6 2．1 － 5・1 ！ 4．7　 l 7 8．4 4 4．8

＊　本田期散布

＊＊　移植時苗の既着根を切り取り礫耕バットに移植して川日後に調査

2　粒剤施用と発病

H）接種による発病

第1図のように，いもち病菌の接種による発病は，

キクジンPでは移植直後から‘月中旬までは発病抑制

傾向がみられ，その程度は80才／材が40才／がに比

較してやや効果が高い0　しかし，移植後40日経過し

た7月中旬になると施用の効果は全く認められなくな

った0　7ジワン粒剤は，移植直後における接種ではキ

クジンP粒剤より発病抑制程度が劣ったが，その後の

効力の発現が顕著で一効力の持続期間も長いようである。
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6．1二～　　　6．28　　　　7．18　7．28調査月日

弟1図　粒剤の育苗箱施用と噴霧接種による発病
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7．20　　　　　7．26（月日）

第2図　粒剤の育苗箱施用による襲いもち防除効果

第2回に示すように，本田における発病は　7月11

日ころから初発がみられ，7月20日には各粒剤とも

若干の発病抑制傾向が認められた。しかし，7月下旬

になるとキクジンP粒剤の効果は認められなくなった。

これに対し，フジワン粒剤では，無処理と比較すれば

まだ若干の効果がみられ，接種による発病と同様効果

の持続期間がキタジンP粒剤より長いことを示してい

る。しかし各粒剤とも，慣行防除薬剤のヒノザソ乳剤

と比較すれば，著しく効果が劣っている。したがって，

育苗箱への粒剤施用によるいもち病防除は，本田初期

の発病抑制には若干の効力があるが，長期の残効性は

望めないようである。このことは，本田初期に発生が

あらかじめ予想されるようないもち病常発地において

は，箱施用をすることにより，その後の病勢の進展を

ある程度抑制する可能性を持つものと考えられる。し

たがって本田初期防除，省力には有効な手段であると

思われるが，対照のヒノザソ乳剤散布と比較すればそ

の効力は劣るので一般的実用化には薬剤の施用量，薬

害等，多くの検討を要するものと思われる。

4　　ま　　　と　　　め

1　枚械栢育苗箱に，いもち病薬剤を施用すること

により，本田初期における葉いもち防除の可能性を検

討した。

2　供試薬剤は，キタジンア粒剤（72才及び14．4才

／箱），フジワン粒剤（21．8才／苗箱）で，移植前7

日に苗箱に散粒した。

5　草丈・事数・発根力等について生育調査では，

移植期及び本田期とも差は認められなかった。薬害も

みられなかった。

4　いもち病菌の噴霧接種による発病は，8月中旬

ころまでは発病抑制傾向がみられ，その程度はキクジ

ンア粒剤14．4才／箱が同72才／箱より効果が高い。

フジワン粒剤は移植時の効力は劣ったが，その後の効

果の持続期間が長い。

5　本田における発病は，各薬剤とも7月中旬で若

干の効果がみられ，接種による発病と同様，フジワン

粒剤はキタジンP粒剤より効力が高い。しかしヒノザ

ソ乳剤と比較すれば各区とも著しく効果は劣る。


